
 

行動計画（次世代育成支援対策推進法） 
 

 多様な人材が生き生きと働くことができる環境を整え、新しい取組みにも果敢に挑戦し

ていく風土を築くことを目的として、次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間 ： ２０２４年４月１６日～２０２７年３月３１日 

 

２．数値目標及び取組内容・実施時期 

目標１：計画期間内に、男性社員の育児休業の取得率を８０％以上とする 

継続実施 

・ 従業員に向けて引き続き研修を実施し、育休取得や、育児と仕事の両立支援に関す

る理解を深める 

・ 子が誕生した男性社員に向けて、面談を行い、育休を取得した従業員の事例を共有

する 

 

 

目標２：時間外労働の削減、年次有給休暇の促進による総労働時間の削減 

 ２０２４年度 

・ 毎月の定例報告会で部門毎の時間外労働状況、有給休暇取得状況を報告する。 

・ 特定の社員に業務が集中しないよう負荷分散の推進 

・ 有給休暇を取得しやすい環境整備のために、業務改善による業務の効率化、 

計画的な業務遂行の促進を行う。 

 ２０２５年度から 

・ 人事考課制度に時間外労働と年次有給休暇の取得に関する評価項目を追加する。 

 

以上 


